
令和7年10月分 就労支援事業所たまフレ！ 自律訓練（生活訓練）におけるSIMの結果公開
1.実数 2.差の平均

1）SIM実施者数（データは24年4月～） 1）各項目の差 ※平均利得とは、各項目ごとに直近評価-開始時の評価の平均値

人数

対象症者数 4 項目 24年4月 24年7月 24年10月 25年1月 25年4月 25年7月 25年10月 26年1月

令和7年度退所者 5 健 康 管 理 11.4 11.6 10.8 11.6 11.7 11.5 11.6 11.0

データ件数 3 1 睡眠/食事
正しい食生活、睡眠リズムが身についている（寝坊、過食、偏食な

ど） 4.0 3.2 3.0 3.2 3.1 3.0 3.0 2.7

※年度内の評価件数 2 体調管理 定期通院、定時服薬できる体調不良時に養生できる 3.8 3 2.7 2.8 3.1 3.3 3.3 3.3

3 自己理解 自分の障害や疾病の状況を理解している 3.3 2.4 2.4 2.9 2.8 2.8 2.5 2.3

2）各項目の合計（24年4月～26年1月） 4 衛生面 場にあった服装整容面が清潔に保たれ、衛生観念がある 3.3 3 2.7 2.7 2.9 2.8 2.8 2.7

合計の平均 中央値 最高値 社 会 生 活 11.5 9.2 8.9 9.5 9.7 9.6 9.7 9.0

2025年7月 77.9 77 92 5 交通機関 目的の場所（通勤地など）に交通機関を利用して行くことができる 4.3 3.4 3.3 3.5 3.6 3.5 3.7 3.0

2025年10月 79.7 76 93.9 6 金銭管理 計画的にお金を使うことができる金種の把握ができている 3.3 2.8 2.8 3.0 3.1 3.0 3.0 3.0

2026年1月 71.7 68.3 7 社会性 暴力・盗み・ケンカ、トラブルなく社会生活マナーを守れている 4.0 3 2.9 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0

対 人 技 能 16.0 13.4 12.6 13.4 13.0 12.7 12.8 10.0

コメント 8 挨拶・返事 相手に応じた挨拶、返事ができ、場にふさわしい言葉遣いができる 4.0 3.4 3.2 3.5 3.4 3.3 3.3 3.0

9 協調性 他者と共同作業ができる感謝の念、思いやる行動ができる 4.0 3.2 3.1 3.3 3.2 3.5 3.5 2.7

10 情緒安定 パニック、他害、自傷行為の有無自己感情をコントロールできる 4.0 3.4 3.2 3.2 3.1 2.9 2.8 2.3

11 意思表示・相談
自分の意志を伝えることができ、困っている事、大事なことを相談

できる 4.0 3.4 3.1 3.4 3.3 2.9 3.3 2.0

職 業 能 力 53.3 42.8 39.9 40.3 43.6 44.3 45.7 41.7

12 意欲 社会に出て働きたいという就労意欲が持てている 3.3 2.8 2.8 3.1 2.9 2.5 3.3 3.0

13 安定性 欠勤、遅刻、早退なく通所できる 4.8 3.6 3.2 2.9 3.9 3.6 3.4 2.3

14 規律 作業時間を守る命令系統の把握 職場のルールが理解できる 4.3 3.4 3.1 3.1 3.2 3.5 3.3 3.3

15 対応力 作業内容の切り替え、環境の変化にもスムーズに対応できている 3.8 3.2 2.9 3.2 3.6 3.7 3.8 3.7

16 質問・報告 職場で必要な質問、報告、連絡がしっかりとできる 3.5 2.6 2.8 3.2 3.4 3.3 3.3 3.0

17 持続力 1日4時間以上労働する体力、継続力がある 4.3 3 2.8 2.6 2.8 3.0 3.3 3.3

18 巧緻性・正確性 与えられた作業をミスなく丁寧な作業ができる 3.8 3.2 2.9 3.2 3.3 3.0 3.5 3.0

19 安全性 安全に配慮しながら作業ができる危険への対応ができる 4.0 3.2 3.0 3.1 3.1 3.3 3.2 3.0

20 機器使用・整理 整理、片付けができる 機器を安全に大切に使用できる 4.0 3.2 3.1 3.2 3.2 3.3 3.3 3.0

21 作業態度 騒ぐ、居眠り、動き回る、感情的になる…等なく落ち着いている 3.5 2.8 2.8 2.8 2.7 3.1 2.8 2.3

22 指示理解 正確に指示された内容を理解しながら作業を行うことができる 4.0 3 2.8 3.0 3.0 3.1 3.1 2.7

23 責任感 与えられた作業を責任をもって集中してやり遂げることができる 3.3 2.8 2.5 2.4 2.9 3.0 3.3 3.0

24 積極性 自分から進んで仕事に向かうことができる 3.5 3 2.6 2.3 2.5 2.6 3.0 3.0

25 業務達成度 スキル、スピードをもって結果を出し職場に貢献しているかの評価 3.5 3 2.6 2.4 3.1 3.0 3.5 3.0

合計 92.2 77.0 72.3 74.8 78.1 77.9 79.7 71.7

2024年4月より集計を開始し、2026年1時点でのSIMの結果を

公開します。

季節的な体調不良やメンタル面の不調などを背景に、生活面

の課題が顕著となったケースが見られた。また、生活訓練に

加えて就労移行支援の体験利用を行うことで、新たなアセス

メントが得られたケースもあった。

サービス単独では把握しにくい課題として、当然ながら職業

能力に関する項目が挙げられる。定期的に外部資源を活用

し、客観的な視点を取り入れることで、利用者の課題やニー

ズをより明確にし、今後の支援方針の検討につなげることが

できる。

こうした新たな視点については個別支援計画に反映するとと

もに、次のサービス提供事業者へ適切に引き継いでいく。そ

して何より、利用者自身が課題を自覚し、主体的に活動して

いけるよう支援していくことが重要である。


